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タ
イ
ト
ル
：『
汐
製
菓
会
社
の
新

作

7
4
 

フ
ィ
ナ
ン
シ
ェ3

』 

 
登
場
人
物 

•
 

汐

（
し
お
） 

3
0

代

。
汐

製

菓

会

社

の
社

長

。「

面

白

き
こ

と
も
無

き
世

を
面

白

く
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、

次

々
と
奇

想

天

外

な
菓

子

を
発

案

す
る
。

楽

観

的

で
、
常

に
大

胆

な
ア
イ
デ
ア
を
追

い

求

め
る
。 

•
 

塩

田

（
し
お
た
） 

3
0

代

。
汐

の
秘

書

。
理

性

的

で
冷

静

、
慎

重

な
性

格

。
だ
が
、
実

は
お
菓

子

好

き
で
、
汐

の

発

案

に
は
内

心

感

心

す
る
こ
と
も
あ
る
が
、

常

に
暴

走

す
る
汐

を
止

め
よ
う
と
苦

労

し
て

い
る
。 

•
 

国

内

バ
イ
ヤ
ー
た
ち
、
メ
デ
ィ
ア
関

係

者

、
外

国

バ
イ
ヤ
ー
た
ち 



 

2 

 

各

種

の
お
客

さ
ん
や
バ
イ
ヤ
ー
と
し
て
登

場

。

会

話

や
試

食

会

の
シ
ー
ン
で
、
リ
ア
ク
シ
ョ
ン

豊

か
に
コ
メ
デ
ィ
要

素

を
強

調

す
る
。 

 

シ
ー
ン1

：
オ
フ
ィ
ス
の
朝 

–
 

新

作
発
表
の
前

兆

（2
0

分

） 

（
オ
フ
ィ
ス
の
中

央

に
は
、
試

作

中

の
フ
ィ
ナ
ン
シ
ェ
が

山

積

み
。
塩

田

は
机

で
メ
モ
を
取

っ
て
い
る
が
、
汐

が

無

造

作

に
フ
ィ
ナ
ン
シ
ェ
を
置

い
て
い
く
。
） 

塩

田

（
困

惑

し
な
が
ら
）
： 

「

社

長…

こ
の
フ
ィ
ナ
ン
シ
ェ
の
数

、
何

で
す
か
。
も
う

机

の
上

に
置

く
ス
ペ
ー
ス
も
な
い
ん
で
す
け
ど
？

」 

汐

（
興

奮

気

味

に
）
： 

「

こ
れ
だ
よ
、
こ
れ
が
我

が
汐

製

菓

の
未

来

を
担

う

新

商

品

！

見

て
く
れ
、
塩

田

！

新

作

フ
ィ
ナ
ン
シ
ェ

だ
！

し
か
も
た
だ
の
フ
ィ
ナ
ン
シ
ェ
じ
ゃ
な
い
ぞ
！

」 
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塩

田

（
疲

れ
た
表

情

で
、
フ
ィ
ナ
ン
シ
ェ
を
持

ち
上

げ

て
じ
っ
く
り
観

察

す
る
）
： 

「

う
ー
ん…

普

通

に
見

え
ま
す
け
ど…

。
中

に
何

が

入

っ
て
る
ん
で
す
か
？

ま
さ
か
ま
た
変

わ
っ
た
も
の
を

…

」 

汐

（
大

き
く
う
な
ず
い
て
）
： 

「

そ
う
、
今

回

は
『

蜂

の
子

フ
ィ
ナ
ン
シ
ェ
』
だ
！

蜂

の

子

だ
ぞ
、
こ
れ
は
革

命

だ
よ
、
塩

田

！

今

ま
で
の
常

識

を
覆

す
最

高

の
お
菓

子

だ
！

」 

塩

田

（
驚

き
つ
つ
、
少

し
引

き
気

味

に
）
： 

「

は
、
蜂

の
子

っ
て…

あ
の
、
昆

虫

の
蜂

の
幼

虫

で
す

か
？

食

べ
ら
れ
る
ん
で
す
か
、
そ
れ…

」 

汐

（
大

真

面

目

に
）
： 

「

も
ち
ろ
ん
！

タ
ン
パ
ク
質

た
っ
ぷ
り
、
健

康

に
良

い

ん
だ
。
そ
れ
に
、
フ
ィ
ナ
ン
シ
ェ
の
バ
タ
ー
の
風

味

と
合

わ
さ
っ
て
最

高

の
味

に
な
る
に
決

ま
っ
て
る
！

こ
れ
は

間

違

い
な
く
ヒ
ッ
ト
だ
。
」 
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（
汐

は
興

奮

し
な
が
ら
、
フ
ィ
ナ
ン
シ
ェ
を
無

造

作

に

口

に
入

れ
る
。
塩

田

は
そ
の
様

子

を
見

て
苦

笑

い
す

る
。
） 

塩

田

（
内

心

で
）
： 

（
さ
す
が
に
こ
れ
は…
さ
す
が
に
食

べ
た
く
な
い
。
け

ど
、
社

長

が
あ
れ
だ
け
熱

心

だ
と…

。
） 

（
塩

田

は
一

瞬

た
め
ら
う
が
、
汐

の
期

待

に
応

え
よ

う
と
フ
ィ
ナ
ン
シ
ェ
を
一

口

食

べ
る
。
） 

塩

田

（
目

を
見

開

い
て
）
： 

「…

意

外

と
、
い
け
ま
す
ね…

。
で
も
、
蜂

の
子

の
食

感

が
独

特

で…

ち
ょ
っ
と
癖

が
強

い
か
も…

。
」 

汐

（
満

面

の
笑

み
で
）
： 

「

そ
う
だ
ろ
う
！

こ
れ
が
新

し
い
時

代

の
味

だ
！

さ

ぁ
、
次

は
試

食

会

だ
。
国

内

バ
イ
ヤ
ー
た
ち
に
こ
の

革

新

的

な
フ
ィ
ナ
ン
シ
ェ
を
披

露

す
る
ぞ
！

」 
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シ
ー
ン2

：
国

内
試
食

会 
–

 

反

応
の
多

様
性

と
爆
笑

の
渦

（2
5

分

） 
（
試

食

会

場

。
国

内

の
バ
イ
ヤ
ー
や
メ
デ
ィ
ア
関

係

者

が
集

ま
り
、
汐

と
塩

田

は
テ
ー
ブ
ル
の
上

に
蜂

の

子

フ
ィ
ナ
ン
シ
ェ
を
ず
ら
り
と
並

べ
て
い
る
。
バ
イ
ヤ
ー

た
ち
は
少

し
戸

惑

っ
た
表

情

で
フ
ィ
ナ
ン
シ
ェ
を
見

つ

め
る
。
） 

バ
イ
ヤ
ーA

（
首

を
か
し
げ
な
が
ら
）
： 

「

こ
れ
は…

フ
ィ
ナ
ン
シ
ェ
で
す
よ
ね
？

で
も
、
な
ん
か

普

通

と
違

う
よ
う
な…

？

」 

汐

（
笑

顔

で
自

信

満

々
に
）
： 

「

そ
う
で
す
、
普

通

じ
ゃ
な
い
ん
で
す
！

こ
ち
ら
は

『

蜂

の
子

フ
ィ
ナ
ン
シ
ェ
』
。
蜂

の
子

が
入

っ
た
栄

養

満

点

の
お
菓

子

な
ん
で
す
！

」 

バ
イ
ヤ
ーB

（
驚

い
て
）
： 

「

は
、
蜂

の
子

！

？

昆

虫

食

っ
て
こ
と
で
す
か
？

」 
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汐

： 
「

そ
う
！

最

近

、
昆

虫

食

が
世

界

中

で
注

目

さ
れ

て
い
ま
す
よ
ね
？

高

タ
ン
パ
ク
で
ヘ
ル
シ
ー
、
そ
し
て

新

し
い
味

覚

の
可

能

性

を
広

げ
る
。
こ
れ
が
次

の
ト

レ
ン
ド
で
す
！

」 

バ
イ
ヤ
ーC

（
困

惑

し
な
が
ら
手

に
取

る
）
： 

「

う
ー
ん
、
ち
ょ
っ
と
怖

い
け
ど…
試

し
て
み
る
し
か
な

い
で
す
ね
。
」 

（
バ
イ
ヤ
ー
た
ち
は
恐

る
恐

る
フ
ィ
ナ
ン
シ
ェ
を
一

口

食

べ
る
。
し
ば
ら
く
沈

黙

が
続

く
が
、
や
が
て
驚

き
の

表

情

に
変

わ
る
。
） 

バ
イ
ヤ
ーA

： 

「…

お
お
っ
、
意

外

と
い
け
る
！

蜂

の
子

の
カ
リ
ッ
と

し
た
食

感

が
フ
ィ
ナ
ン
シ
ェ
の
し
っ
と
り
感

と
合

う
！

」 

バ
イ
ヤ
ーB

（
笑

顔

で
）
： 

「

こ
れ
は
確

か
に
面

白

い
で
す
ね
。
新

し
い
体

験

で

す
。
」 
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バ
イ
ヤ
ーC

（
少

し
困

惑

し
た
ま
ま
）
： 

「

ま
あ
、
話

題

に
は
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
け
ど…

一

般

的

に
は
ど
う
な
ん
だ
ろ
う
？

」 

（
塩

田

は
安

堵

し
つ
つ
も
不

安

げ
な
表

情

で
周

囲

を

見

回

す
。
） 

塩

田

（
小

声

で
）
： 

「

な
ん
だ
か
思

っ
た
よ
り
も
好

評

で
す
ね…

。
社

長

、

次

は
ど
こ
で
売

る
ん
で
す
か
？

」 

汐

（
自

信

満

々
に
）
： 

「

も
ち
ろ
ん
、
次

は
世

界

進

出

だ
！

外

国

の
バ
イ
ヤ

ー
た
ち
に
こ
の
新

作

を
紹

介

す
る
ん
だ
よ
。
彼

ら
も

こ
の
新

し
い
時

代

の
味

に
驚

く
は
ず
だ
！

」 

 

シ
ー
ン3

：
外

国
バ
イ
ヤ
ー
と
の
商
談 

–
 

異
文

化

交
流

と
反
応

（2
5

分

） 

（
外

国

バ
イ
ヤ
ー
と
の
商

談

会

場

。
汐

と
塩

田

が
自

信

満

々
に
蜂

の
子

フ
ィ
ナ
ン
シ
ェ
を
紹

介

し
、
バ
イ
ヤ
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ー
た
ち
は
興

味

津

々
に
フ
ィ
ナ
ン
シ
ェ
を
見

つ
め
る

が
、
少

し
不

安

げ
で
も
あ
る
。
） 

外

国

バ
イ
ヤ
ーA

（
日

本

語

で
、
片

言

の
ア
ク
セ
ン

ト
）
： 

「

こ
れ
が
新

し
い
日

本

の
お
菓

子

で
す
か
？

非

常

に

…

ユ
ニ
ー
ク
で
す
ね
。
」 

汐

（
笑

顔

で
）
： 

「

そ
う
で
す
！

蜂

の
子

フ
ィ
ナ
ン
シ
ェ
。
日

本

の
伝

統

的

な
素

材

を
使

っ
た
、
新

し
い
フ
ィ
ナ
ン
シ
ェ
で
す
。
」 

外

国

バ
イ
ヤ
ーB

（
眉

を
ひ
そ
め
て
）
： 

「

蜂

の
子

と
い
う
の
は
、
昆

虫

で
す
よ
ね
？

本

当

に

…

食

べ
ら
れ
る
ん
で
す
か
？

」 

汐

（
大

真

面

目

に
）
： 

「

も
ち
ろ
ん
で
す
！

と
て
も
栄

養

価

が
高

い
ん
で
す
。

プ
ロ
テ
イ
ン
が
豊

富

で
、
し
か
も
美

味

し
い
ん
で
す

よ
！

」 
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（
バ
イ
ヤ
ー
た
ち
は
慎

重

に
フ
ィ
ナ
ン
シ
ェ
を
手

に
取

り
、
少

し
た
め
ら
い
な
が
ら
口

に
運

ぶ
。
） 

外

国

バ
イ
ヤ
ーA

（
驚

い
て
）
： 

「

お
お
っ
、
こ
れ
は…

思

っ
た
よ
り
も
美

味

し
い
で
す

ね
。
食

感

が
と
て
も
独

特

で
す
。
」 

外

国

バ
イ
ヤ
ーB

： 

「

確

か
に
興

味

深

い
で
す
。
私

た
ち
の
国

で
も
健

康

志

向

の
人

々
に
は
受

け
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
」 

外

国

バ
イ
ヤ
ーC

（
困

惑

し
て
）
： 

「

う
ー
ん
、
ち
ょ
っ
と
私

に
は
冒

険

的

す
ぎ
る
か
も

…

。
」 

（
塩

田

は
そ
の
反

応

を
聞

き
な
が
ら
、
や
や
緊

張

し

た
表

情

を
浮

か
べ
る
が
、
汐

は
大

満

足

。
） 

汐

（
誇

ら
し
げ
に
）
： 

「

ほ
ら
、
塩

田

！

こ
れ
で
ま
た
世

界

に
新

た
な
風

を

吹

か
せ
た
ぞ
！

」 
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塩

田

（
苦

笑

い
し
な
が
ら
）
： 

「…
で
も
、
次

の
ア
イ
デ
ア
は
も
う
少

し
無

難

な
も
の

に
し
て
も
ら
え
る
と
助

か
る
ん
で
す
が…

。
」 

 

フ
ィ
ナ
ー
レ 

–
 

大
成

功
の
そ
の
後

（15

分

） 

（
汐

製

菓

の
オ
フ
ィ
ス
。
蜂

の
子

フ
ィ
ナ
ン
シ
ェ
は
国

内

外

で
大

ヒ
ッ
ト
し
、
電

話

が
ひ
っ
き
り
な
し
に
鳴

っ

て
い
る
。
） 

汐

（
興

奮

し
な
が
ら
）
： 

「

大

成

功

だ
、
塩

田

！

見

ろ
よ
、
電

話

が
止

ま
ら
な

い
！

次

は
ど
ん
な
新

作

を
作

ろ
う
か
、
考

え
る
だ
け

で
ワ
ク
ワ
ク
す
る
な
！

」 

塩

田

（
呆

れ
顔

で
）
： 

「

社

長

、
次

こ
そ
は
本

当

に
普

通

の
お
菓

子

で
お
願

い
し
ま
す
よ
。
も
う
こ
れ
以

上

、
私

の
胃

が
持

た
な
い

で
す
か
ら…

。
」 
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汐

（
笑

顔

で
考

え
込

み
な
が
ら
）
： 

「

普

通

か…

そ
れ
も
い
い
け
ど
、
や
っ
ぱ
り
ち
ょ
っ
と
冒

険

し
よ
う
か
。
例

え
ば
、
次

は
サ
ソ
リ
フ
ィ
ナ
ン
シ
ェ
と

か
ど
う
だ
？

」 

塩

田

（
即

座

に
）
： 

「

そ
れ
だ
け
は
本

当

に
や
め
ま
し
ょ
う
！

」 

（
観

客

の
笑

い
声

と
共

に
、
幕

が
閉

じ
る
。 

 


